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No. 取組み 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1
危機管理に係
る事項

2
防災業務計画
や地域防災計
画の共有

3
防災訓練の実
施

4
防災意識向上
に関する活動

5
連携マニュア
ル（案）の更新

6 その他活動

第1回幹事会（4/28）

防災講演会(予定)

令和４年度の年間スケジュール（案）

事前説明会（5/27）
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協議会（5/23）
第2回幹事会（予定）

各機関からの意見・要望により対応

合同防災訓練（6/17）

ワークショップ（予定）

訓練の結果や協議会・幹事会での意見、更新の意見により対応

勉強会（5/27）

事前学習：
第1回

事前学習：
第2回



１．危機管理に係る事項 協議会・幹事会

第1回幹事会
・時期 4月28日（木）10:00～11:00

・内容 １．令和3年度の活動報告
２．令和4年度の活動計画（案）について
・上記について説明を行い、了解を得た。

３．確認事項
・防災講演会は「近年の大規模土砂災害対応経験者による講
演」の内容で、出水期内にWEBまたは講演内容を録画した
DVD配布を行うことで了解を得た。

・会議方法 WEBで実施
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１．危機管理に係る事項 協議会・幹事会

２．防災業務計画や地域防災計画の共有

適宜、協議会・幹事会に諮る
※改訂等の際に関係機関で共有する事例があれば適宜、協議会・幹事会に諮
る方針です。

連絡協議会
・時期 5月23日（月）10:00～11:30
・内容 令和3年度の活動報告、令和4年度の活動計画(案)について
・会議方法 WEB

第2回幹事会
・時期 令和4年11月～令和5年2月頃を予定
・内容 令和4年度の活動報告、令和5年度の活動計画(案)について
・会議方法 WEB、対面
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令和4年度はwebにより、関係機関の防災担当者が合同で、以下を目的にした訓練を実施する。
① 関係者の「顔の見える関係」を維持し、知識醸成(防災対応能力の向上)を図る。
② 大規模土砂災害時における連携マニュアルに基づく関係機関の情報共有対応の確認・検証を行う。

訓練参加機関
高山市、飛騨市、白川村

岐阜県 防災課、砂防課、飛騨県事務所、古川土木事務
所、高山土木事務所、飛騨農林事務所

林野庁 飛騨森林管理署

国交省 高山国道事務所、神通川水系砂防事務所

想定する災害は台風接近に伴う豪雨
⇒豪雨に伴い下記の土砂災害が発生
①河道閉塞(高山市)②大規模地すべり(飛騨市)③集落孤立(白川村)

想定する大規模災害現象

ステージ1 土砂災害発生・初動対応ステージ
⇒ホットラインによる情報共有、土砂災害覚知後の対応

ステージ3 連絡調整会議（現地対策本部）
⇒土砂災害緊急情報の事前説明等

訓練項目（事前説明会時）

訓練方式（学習型、ロールプレイング）の実施イメージ

・日時：令和4年6月17日（金）13：30～16：00
・場所：各機関の会議室等（Web会議方式）
※5月27日（金）13～16時に、事前説明会

（ステージ0の学習型訓練、勉強会 含む）を実施予定

合同防災訓練日時・場所

学習型形式（Web会議）

スクリーンと配布
資料で状況付与

ファシリテーター
画面を通じて状況付与
し想定される対応等を質問

プレイヤー
想定される対応等
を口頭で回答

プレイヤー（国・県・市村等）
各段階で必要な事項を共有・伝達・調整

ロールプレイング形式（Web会議）
・ホットライン（3首長、古川土木事務所長、
神通川水系砂防事務所長を予定）
・連絡調整会議（連絡協議会幹事を予定）

ステージ0 気象状況に伴う危機管理体制構築・警戒避難対応

３．防災訓練の実施 合同防災訓練（案）

大規模地すべり(イメージ)

河道閉塞(イメージ)

ステージ2 国交省の市村、岐阜県への支援対応（TEC-FORCE）
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訓練項目（合同防災訓練時）



時間 主な付与状況 訓練目的、質問・実演の対象機関および対象者 

13：30～ 開会挨拶（高山市長）、訓練の進め方の確認（事務局） 

■ステージ１－１（ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲﾝｸﾞ形式）：豪雨に伴う土砂災害発生覚知情報等の共有・伝達（ホットライン①）         【10 分間】 

13：40～ 【状況１】 
◆土砂災害発生後の初動対応（避

難指示等の発令） 

【高山市長、飛騨市長、白川村長、神通川水系砂防事務所長・実演】 
①神通川水系砂防事務所長から首長へのホットラインを活用して大規模土砂災害発生の可能性について情
報伝達を行うこと。 

■ステージ１－２（学習型形式）：豪雨に伴う土砂災害対応（河道閉塞・地すべり対応）                   【15 分間】 
13：50～ 【状況２】 

◆大規模な河道閉塞及び地すべり
の現地状況を確認。 

～河道閉塞に関する対応～【高山市、神通川水系砂防事務所・質問】 
～地すべりに関する対応～【飛騨市、岐阜県砂防課、古川土木事務所・質問】 
①河道閉塞、地すべり等の情報を適切に収集・伝達し、連携体制構築などの情報共有を行うこと。 
②必要な調査、検討を漏れなく行い、緊急調査実施の判断を適切に行うこと。 

■ステージ１－３（ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲﾝｸﾞ形式）：土砂災害発生情報等の共有・伝達（ホットライン②）                【20 分間】 

14：05～ 【状況３】 
◆大規模な河道閉塞及び地すべり

の現地状況を踏まえた対応 

【高山市長、飛騨市長、白川村長、古川土木事務所長、神通川水系砂防事務所長・実演】 
①神通川水系砂防事務所長から河道閉塞（天然ダム）に関する情報共有、必要な助言対応を行うこと。 
②古川土木事務所長から大規模地すべりの兆候に関する情報共有、必要な助言対応を行うこと。 
③同時多発的土砂災害（土石流、がけ崩れ）に関する情報共有、必要な助言対応を行うこと。 

※終了後 3 首長退出 

■ステージ１－４（学習型形式）：豪雨に伴う土砂災害対応（道路途絶・保安林、国有林被害対応）             【15 分間】 
14：25～ 
 

【状況４】 
◆道路途絶、国有林被害の現地状

況を確認。 

【白川村、高山土木事務所、飛騨農林事務所、高山国道事務所、飛騨森林管理署・質問】 
①土砂災害の情報を適切に収集・伝達し、情報共有を行うこと。 
②必要な調査、検討を漏れなく行うこと。 

休憩（14：40～14：50） 

■ステージ２（学習型形式）：国交省の市村、岐阜県への支援対応（TEC-FORCE による支援）                 【10 分間】 
14：50～ 【状況５】 

◆災害発生を受け、国土交通省が
TEC-FORCE 派遣を決定。 

【高山市、岐阜県防災課、神通川水系砂防事務所・質問】 
①TEC-FORCE の派遣・受入を適切に行うこと。 
②TEC-FORCE との連携対応（情報提供、物的支援、助言等）を適切に行うこと。 

■ステージ３（ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲﾝｸﾞ形式）：連絡調整会議（現地対策本部）                            【30 分間】 
15：00～ 【状況６】 

◆各機関で土砂災害への対応を実
施中。適切な連絡調整が求めら
れる。 

【参加機関・神通砂防の幹事による進行実演】 
①連絡調整会議において、土砂災害の発生状況、被害状況等が共有し、土砂災害緊急情報発出の事前調整が
行われること。 

②監視・観測体制等に関する説明を適切に行い、必要な連絡・調整が会議の中で行われること。 
※緊急調査結果や土砂災害緊急情報（案）は状況付与資料として提供 

15：30～ 
16：00 参加者によるふりかえり（課題の発表）、講評（事務局）、閉会挨拶（神通川水系砂防事務所所長） 

３．防災訓練の実施 大規模土砂災害を想定した合同防災訓練シナリオ(案)
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首長参加

首長参加

首長参加

■合同防災訓練について
令和4年度の訓練では、高山市長、飛騨市長、白川村長、古川土木事務所長に、ご参加いただ

き、ホットライン（「大規模土砂災害の発生情報に関する共有・伝達等」）の実演を行うﾛｰﾙﾌﾟﾚ
ｲﾝｸﾞ形式の訓練を予定している。 ご参加の首長様、所長様方には、合同防災訓練のうち13:30
～14:25の間はご出席頂きますようお願いいたします。



WS開催支援（１回） WS開催支援（２回） WS開催支援（３回）

①地域で発生する通常の土砂災害に加え、大規模土砂災害の危険性を知る。
②避難を行うための情報の種類・内容について知り、入手方法も知る。
③地域の避難ルールを作る。
ことを目的としたワークショップ（WS）を開催します。
開催にあたっては、高山市、古川土木事務所にも参加をお願い致します。
※日程が確定次第、各機関に日程のご連絡をいたします。

令和4年度を予定 第１回のワークショップ（WS）実施状況により、
第２回以降の予定を適宜変更する

〇講習会：講師による勉強会
住民の通常の土砂災害及び大規模土

砂災害のリスクに関する認識、理解度
の向上

〇講習会：災害経験者の談話等
○話し合う内容（予定）
１．身近に感じる危ないこと
２．避難する理由や避難しない理由
３．避難のきっかけとなる情報
４．避難ルールについて
（まちあるきで確認するなど）

○話し合う内容（予定）
１．第２回の結果の取りまとめ
（例えば地区防災計画の案など）
２．大規模土砂災害リスクのまとめ
（例えばハザードマップ）
３．避難情報の収集判断基準のまとめ
４．避難ルール（避難行動計画）
５．上記成果の使い方、継続的な

避難訓練などの計画策定

４．防災意識向上に関する活動 住民の防災意識向上の取り組み
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４．防災意識向上に関する活動 防災講演会

防災講演会
・内容：近年の大規模土砂災害対応経験者（平成30 年７月豪雨等）を

講師とした講演会(課題・教訓、実効性のある警戒避難対応等
・時期：出水期内を予定
・実施方法 WEB、DVD配布を予定

令和元年度に実施した講演会の例



５．連携マニュアルの更新

今後も適宜更新を行う
※訓練の結果や協議会・幹事会での意見を踏まえ、更新の必要がある場合
※記載内容について更新の意見・要望がある場合
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６．その他の活動 勉強会

勉強会 ・時期 5月27日(金)13：00～16：00
(上記の時間で、事前説明会と併せて同日で実施)

・内容：近年の大規模土砂災害事例
：土砂災害防止法に基づく緊急調査・緊急情報
：大規模土砂災害時の支援（リエゾン、TEC-FORCE） 等

・実施方法 WEB



昨年度のアンケート結果をふまえた令和４年度の活動計画について、昨年
度の第2回幹事会で意見照会を行い、了承を得た。令和4年度は以下の活動を
行います。

６．その他の活動 事前学習

期間 合同防災訓練の前後各1回を予定

第1回：5月中旬～6月中旬

第2回：7月下旬～8月下旬

方式： webサイト（学びばこ）を用いた学習
ツールを活用し、協議会構成員が所属組
織の自席にて危機管理対応について学習

問題形式：択一形式

（設問⇒解答および解説で1セット）

学習時間：30分～１時間程度/1回

問題数 ：20問

学習内容：連携マニュアルに関連する内容、土
砂災害に関する基礎知識など

学習ツール
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